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上
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年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

本庄市長　吉田 信解本庄市長　吉田 信解

―市政の発展に貢献された個人・団体を表彰―

令和３年度市政功労者表彰式



※ご本人の希望により４名のお名前の公表を控えています。

3 令和４年１月１日号

―市政の発展に貢献された個人・団体を表彰―

令和３年度市政功労者表彰式

　
市
で
は
、
市
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、
市
政
に
対
し
て
特

に
功
労
が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
21
日
に
市
役
所
で
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
市
長
が
表
彰
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
・
受
賞
者
名
簿
順
）

自
治
功
労

江
原　
貞
治

金
井　
都
代

飯
塚　
庸
雄

松
井　
孝保

健
功
労

岡
本　

環
境
衛
生
功
労

岩
瀬　
孝

大
場　
曻

白
田　
茂

田
島　
栄
作

出
牛　
幸
平

中
林　
一
弘

堀
口　
隆

吉
野　
光
好

赤
城
乳
業
株
式
会
社

消
防
防
災
功
労

大
澤　
義
治

田
島　
雅
也

　
呂　
諭

山
﨑　
誠

吉
岡　
進

社
会
福
祉
功
労

赤
沼　
博
美

浅
見　
　
美
子

　
澤　
吉
一

今
井　
和
男

加
藤　
勝
利

髙
橋　
愼
二

田
邊　
晶
子

松
島　
善
江

　
木　
秀
夫

太
田　
行
信

教
育
文
化
功
労

田
邊　
晶
子

永
尾　
路
子

青
少
年
健
全
育
成
功
労

飯
塚　
二
三
子

体
育
功
労

岩
﨑　
信
裕

門
倉　
道
雄

春
山　
康
壽

市
の
公
益
功
労

故　
福
島　
保
房

前
澤　
友
作

潔

茂茂 芦

芙
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令和３年度
県民の日記念式典
　県では、毎年 11月 14日の埼玉県民の日に、さまざまな分野で県民の模範となる功績を挙げられた方
たちを表彰しています。
　市内では次の皆さんが受賞しました。おめでとうございます。

知事表彰

交通安全功労 保健衛生功労

永井　千賀子　氏
（西富田）

元本庄市交通指導員 本庄市学校歯科医

牛久保　佳郎　氏
（銀座）

シラコバト賞

住みよいふるさとをつくる活動

坂本　恒信　氏
（見福）

斉藤　良包　氏
（千代田）

　令和５年度からのまちづくりの指針となる本庄
市総合振興計画後期基本計画の策定にあたり、本
庄市総合振興計画審議会の委員を募集します。
　審議会は、市議会議員、有識者、公募による市
民によって構成され、市長の諮問により総合振興
計画案の策定に関する事項を調査・審議し、答申
を行います。

●応募資格　次の条件をすべて満たすこと
　①応募締切日において 18歳以上であること
　②市内に在住または在勤していること
　③平日の日中に開催する審議会に出席できること
●募集人数　５名以内
●任期　委嘱日から令和５年３月 31日まで

●報酬　審議会の出席１日につき、6,200 円
●開催回数　全８回程度
●応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、
応募理由及び「本庄市のこれからのまちづく
りについて」をテーマに 800字以内にまとめ、
郵送、 または直接応募先へ提出
※応募用紙は市 または企画課（市役所３階）で
配付。
●応募締切　２月４日㈮　午後５時（必着）
●選考方法　書類審査
※結果は応募者に通知します。
●応募先　〒 367-8501　本庄市本庄３- ５- ３
　本庄市役所企画課
　 kikaku@city.honjo.lg.jp

★企画課☎ 25- １１５７

本庄市総合振興計画審議会委員を募集



5 令和４年１月１日号

本庄市長選挙・本庄市議会議員本庄市長選挙・本庄市議会議員
一般選挙一般選挙

投票日

１/30㈰
　２月４日の任期満了に伴う本庄市長選挙、本庄市議会議員一般選挙
（定数 21人）を行います。
　この選挙は、市民の皆さんの意思を市政に反映させるための代表者
を決める重要な選挙です。皆さんで投票しましょう。

★選挙管理委員会事務局☎ 25- １１８７

告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　
１
月
23
日
㈰

投
・
開
票
日

　
１
月
30
日
㈰

投
票
時
間

　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
所　
各
投
票
所
（
投
票
所
入

場
券
に
記
載
）

開
票
時
間　
午
後
９
時
～

開
票
場
所　
カ
ミ
ケ
ン
シ
ル
ク
ド

ー
ム（
本
庄
総
合
公
園
体
育
館
）

投
票
で
き
る
方

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
し
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方①
住
所
要
件

　
令
和
３
年
10
月
22
日
ま
で
に
本

庄
市
に
転
入
の
届
出
を
し
、
投

票
日
当
日
ま
で
引
き
続
き
市
内

に
居
住
し
て
い
る
方

※
市
外
ヘ
転
出
し
た
方
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

②
国
籍
・
年
齢
要
件

　
平
成
16
年
１
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
日
本
国
籍
の
方

投
票
所
入
場
券

　
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
は

が
き
に
は
、
４
人
分
が
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
各
自
切
り
離
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
の
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。
当
日
投
票
所
の
混
雑
緩
和

の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期
間　
１
月
24
日
㈪
～
29
日
㈯

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
、
児
玉
総
合
支
所
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル(
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
１
階)

※
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
期
日
前

投
票
宣
誓
書
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て

い
る
方
や
、
指
定
さ
れ
た
病
院
や

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
に

日
数
が
か
か
る
た
め
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
例
郵
便
等
投
票

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
宿
泊
・
自
宅
療
養
等
を
し
て
い

る
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
特
例
郵
便
等
投
票
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市　
ま
た

は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

選
挙
公
報

　
各
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
１
月
26

日
㈬
の
新
聞
朝
刊
に
折
り
込
む
予

定
で
す
。
市
役
所
や
児
玉
総
合
支

所
、
各
公
民
館
な
ど
に
も
用
意
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵

送
を
希
望
す
る
方
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

開
票
速
報

市
長
選
挙

　
午
後
10
時
～

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
午
後
10
時
30
分
～

　

速
報
情
報
は
、
開
票
場
所
に
掲

示
・
市
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

☎
０
１
８
０
‐
９
９
４
‐
７
８
０

投票所で実施する感染拡大防止対策

投票するときのお願い

アルコール
消毒の設置

マスク着用

スタッフの
マスク着用

来場前後の
手洗い

換気

距離を保つ

定期的な消毒

持参した鉛筆
の使用が可能

市市



第�

八
話
　
終し
ゅ
う
え
ん焉。
そ
し
て

保
己
一
の
評
価

　
は
じ
め
に

　

保
己
一
は
文
政
四
年
（
一
八�

二
一
）
九
月
十
二
日
に
七
六
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ま
す
が
、
多
く
の
業

績
を
遺
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に

述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
保
己
一
自

身
が
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

一
．
当
道
座
の
検け
ん
ぎ
ょ
う校と
し
て

　

保
己
一
は
当
道
座
に
入
門
し
、

初
心
と
い
う
無
官
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
晩
年
に
は
つ
い
に

最
高
位
で
あ
る
総
検
校
に
上
り
詰

め
ま
し
た
。
実
力
だ
け
で
は
到
達

で
き
な
い
地
位
で
あ
り
、
幸
運
も

引
き
寄
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

二
．
国
学
者
と
し
て

　
保
己
一
は
当
代
随
一
の
国
学
者

で
あ
っ
た
加か

も
の茂

真ま
ぶ
ち淵

の
教
え
を
受

け
国
学
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
水

戸
藩
か
ら
招
か
れ
て
彰
考
館
の
業

務
を
任
さ
れ
た
と
き
に
国
学
者
と

し
て
の
地
位
が
確
定
し
ま
し
た
。

世
間
か
ら
一
流
の
学
者
と
し
て
認

め
ら
れ
た
の
で
す
。

三
．
渋
沢
栄
一
か
ら
の
評
価

　
渋
沢
栄
一
は
保
己
一
を
同
郷
の

先
輩
と
し
て
深
く
尊
敬
し
て
い
ま

し
た
。
栄
一
は
保
己
一
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
評
し
て
い
ま
す
。「
抜

群
の
記
憶
力
と
行
動
力
を
持
つ
、

強
い
精
神
力
、
清
廉
潔
白
で
質
素

倹
約
だ
っ
た
。
何
事
に
も
怒
ら
ず
、

人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
人
の
た
め

に
尽
く
し
た
。
機
転
が
利
き
、
心

に
余
裕
を
持
ち
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ

っ
た
。」
と
。
保
己
一
の
持
つ
優

れ
た
点
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
一
面
よ
り
見
る
と
学
者

で
あ
り
、
知
識
人
で
あ
り
歌
人
で

あ
っ
た
。
し
か
し
別
な
面
か
ら
み

る
と
実
業
家
で
あ
り
、
同
時
に
政

治
家
で
あ
っ
た
。」
と
も
言
っ
て

い
ま
す
。
学
者
と
は
国
学
者
の
こ

と
、
知
識
人
と
は
膨
大
な
知
識
を

記
憶
し
て
い
る
こ
と
、
歌
人
と
は

和
歌
の
先
生
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

別
の
面
に
あ
る
実
業
家
と
は
、『
群

書
類
従
』
や
貴
重
な
書
籍
の
出
版

に
あ
た
り
多
額
の
予
算
を
調
達
し

て
計
画
的
に
出
版
と
販
売
を
行
い
、

返
済
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に

実
業
家
並
み
で
、
幕
府
や
大
名
、

有
名
な
寺
社
な
ど
と
の
交
渉
を
こ

な
し
、
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
こ

と
は
政
治
家
の
よ
う
で
あ
っ
た
と

考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　
学
者
・
知
識
人
・
歌
人
・
実
業

家
・
政
治
家
、
保
己
一
は
こ
の
い

ず
れ
も
兼
ね
備
え
、
し
か
も
一
流

で
あ
っ
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
も
の

す
ご
い
人
物
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
記
念
企
画
『
不
撓
不
屈
の
人
』。
今
回
は
、「
塙
保
己
一

の
生
涯
」
最
終
話
と
な
る
第
八
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
瓦
製
の
塙
保
己
一
座

像
の
寄
贈
や
塙
保
己
一
に
関
す
る
講
座
の
開
催
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
と
う
ふ
く
つの
ひ
と

ミ
ニ
知
識
⑧

塙
保
己
一
が
編
集
・
復
刻
し
た
本

　
保
己
一
は
「
世
の
た
め
後
の
た
め
に
」
と
、

『
群
書
類
従
』
以
外
に
も
多
く
の
書
籍
を
出

版
し
ま
し
た
。

『�

蛍け
い
よ
う
し
ょ
う

蠅
抄
』　
文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
編
さ
ん
、

幕
府
に
献
上
し
た
外が

い
こ
う寇

史
料
集
。
蒙も

う
こ古

襲
来

史
料
を
中
心
に
、
外
国
と
の
交
渉
関
係
の
資

料
を
ま
と
め
た
。
防
衛
の
担
い
手
で
あ
る
武

士
の
精
神
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の
。

『�

日
本
後
紀
』　
『
続

し
ょ
く

日に
ほ
ん
ぎ

本
紀
』
に
続
く
勅ち

ょ
く
せ
ん撰

（
天

皇
の
命
で
編
さ
ん
さ
れ
る
）
の
編
年
体
の
歴
史

書
。『
六
国
史
』
の
三
番
目
。
も
と
は
四
〇
巻

で
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
か
ら
天
長
十
年

（
八
三
三
）
ま
で
の
四
一
年
余
り
を
収
録
し
て

い
る
。
多
く
が
散
逸
し
て
い
た
が
、
保
己
一

と
弟
子
た
ち
が
探
し
出
し
、十
巻
を
刊
行
し
た
。

『�

令り
ょ
う
の
ぎ
げ

義
解
』　
全
十
巻
。
平
安
時
代
の
法
律
の

解
説
書
。
多
く
が
散
逸
し
て
い
た
た
め
、
保

己
一
が
復
元
し
、
全
十
巻
を
刊
行
。
ミ
ニ
知

識
⑦
（
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
12
月
号
）
で
触
れ

た
と
お
り
、
日
本
の
女
医
一
号
と
な
っ
た
荻

野
吟
子
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

※
塙
保
己
一
記
念
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

塙
保
己
一
の
生
涯

★塙保己一記念館（アスピアこだま内）☎ 72- ６０３２・ 71- ５８８９ 6



紙�

芝
居
・
講
談
で
偉
人
を
学
ぶ

　
　
～
北
泉
小
芸
術
鑑
賞
会
～

　
11
月
22
日
、
北
泉
小
学
校
で
講
談
と
紙

芝
居
で
郷
土
の
偉
人
か
ら
生
き
方
を
学
ぶ

芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
塙
保
己
一
の
生
き
方
を
学
ぶ
紙

芝
居
「
郷
土
の
偉
人
塙
保
己
一
も
の
が
た

り
」
が
披
露
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
興
味
深

く
聞
き
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
談
師

の
宝た

か
ら
い
き
ん
か
く

井
琴
鶴
さ
ん
を
講
師
に
、「
世
の
た

め
後
の
た
め　

も
の
が
た
り
塙
保
己
一
」

を
読
み
進
め
な
が
ら
、
講
談
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
元
出
身
で
江
戸
時
代
に
世

界
最
古
の
自
転
車
と
い
わ
れ
る「
陸
船
車
」

を
開
発
し
た
庄し

ょ
う
だ田

門も
ん
や弥

に
関
す
る
紙
芝
居

も
披
露
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
郷
土
の
偉
人

２
人
へ
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

郷土の偉人への理解を深める郷土の偉人への理解を深める

地元ならではの視点で偉人に迫る地元ならではの視点で偉人に迫る

市�

民
総
合
大
学
公
開
講
座�

　
　「
地
元
が
語
る
塙
保
己
一
」

　
市
民
総
合
大
学
公
開
講
座
「
地
元
が
語

る
塙
保
己
一
」
が
総
検
校
塙
保
己
一
先
生

遺
徳
顕
彰
会
及
び
文
化
財
保
護
課
と
の
連

携
講
座
と
し
て
10
月
3
日
、
11
月
6
日
、

12
月
５
日
の
全
３
回
、
セ
ル
デ
ィ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
５
日
の
講
座
で
は
こ
れ
ま
で
の
顕

彰
活
動
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
す
る
な
ど
、
各

回
と
も
地
元
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
総
検

校
塙
保
己
一
先
生
に
迫
る
講
座
と
な
っ
て

い
て
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

没後 200 周年と生誕 275 年を記念して没後 200 周年と生誕 275 年を記念して

瓦
製
の
座
像
25
体
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た

　

塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
と
生
誕

２
７
５
年
を
記
念
し
て
、
㈱
エ
ン
マ
ン
ジ

の
大
島
洋
一
会
長
（
児
玉
町
児
玉
南
）
よ

り
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
に

瓦
製
の
座
像
25
体
が
寄
贈
さ
れ
、
９
月
12

日
の
遺
徳
顕
彰
祭
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
各
座
像
は
、
市
役
所
・
セ

ル
デ
ィ
・
市
立
小
中
学
校
（
全
16
校
）
の

ほ
か
、
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己

一
学
園
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

�

★�

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
事

務
局
（
セ
ル
デ
ィ
内
）�

☎
72
‐
８
８
５
１
・
72
‐
８
８
５
４

ご厚意ありがとうございます�

約110年前には顕彰活動を行っていたと
考えられる記録があるそう（12月５日）

自前の張り扇を鮮やかに使いこなした、
講談体験

7 令和４年１月１日号
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児
玉
・
深
谷
地
域
で
は
、
丘
陵
部
を
中

心
に
、
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し

が
始
ま
り
ま
し
た
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄

文
時
代
草
創
期
・
早
期
に
か
け
て
、
人
々

の
暮
ら
し
の
跡
は
、
遺
跡
に
残
さ
れ
た
わ

ず
か
な
石
器
や
土
器
に
お
お
む
ね
限
ら
れ

ま
す
が
、
児
玉
・
深
谷
地
域
の
ほ
ぼ
全
域

に
わ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
、
段
階

の
遺
物
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
縄
文
時
代
前
期
以
降
に
な
る
と
、
主
に

丘
陵
部
に
竪
穴
住
居
が
営
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ム
ラ
と
呼
ん
で
よ
い
竪
穴
住
居
の

ま
と
ま
り
が
形
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
や
河
川
を
め

ぐ
る
多
様
な
資
源
を
背
景
と
す
る
定
住
化

と
集
住
化
の
傾
向
は
、縄
文
時
代
中
期
に
、

大
規
模
な
ム
ラ
の
出
現
と
し
て
最
盛
期
を

迎
え
ま
し
た
。

講演会共通
時間　午後２時～３時 30 分
会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター３階

レクチャールーム 1
対象　どなたでも
定員　各 50 名（先着順）
費用　無料
申込　１月 14 日㈮午前９時から電話、 または直接本庄早稲田

の杜ミュージアムへ

テーマ 日程 講師

❶ 大久保山遺跡出土の
縄文土器をめぐる諸問題 １月 29 日㈯

細田　勝　氏
（元早稲田大学考古資
料館学芸員）

❷ 神川町の縄文時代 ２月５日㈯
北山　直人　氏

（神川町教育委員会生
涯学習課）

❸ 深谷市の縄文時代 ２月 12 日㈯
平野　哲也　氏

（深谷市教育委員会文
化振興課）

新
しんぐう

宮遺跡（児玉町共栄）出土の縄文土器▶

縄文人に挑戦

本
庄
早
稲
田
の
杜
地
域
連
携
展
覧
会

旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
児
玉
・
深
谷
地
域

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
で

今
、
大
注
目
の
「 

縄
文
時
代 

」。

本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
、
縄
文
時
代
を
テ
ー
マ

と
す
る
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。

じ
ょ
う
も
ん

じ
ょ
う
も
ん

こ
の
冬
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

こ
の
冬
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

                 

児
玉
町
共
栄
の
新
宮
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
高
さ
7 0
㎝
も
あ
る
巨
大
な
縄
文
土
器
も
展
示
し
ま
す

講演会

にに
染染
まま
るる
。。
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縄
文
時
代
後
・
晩
期
に
は
、
遺
跡
の
数

は
減
少
し
ま
す
が
、湧
水
や
池
沼
の
周
辺
、

低
地
に
遺
跡
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

新
た
な
環
境
が
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ
る
様

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
土
偶
や
土

製
の
装
身
具
、
石
棒
や
石
剣
な
ど
の
祭
祀

具
な
ど
に
、
精
巧
な
作
り
の
製
品
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
本
庄
早
稲
田
の
杜
地
域
連
携
展

覧
会
で
は
、
主
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出

土
し
た
資
料
を
出
品
し
、
児
玉
・
深
谷
地

域
に
お
け
る
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
人
々

の
生
活
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

会 期　１月４日㈫～３月 27 日㈰

時 間　午前９時～午後 4 時 30 分
会 場　早稲田リサーチパーク・コミュニケー

ションセンター２階情報資料室
入館料　無料

　ミュージアムにある本物の縄文土器を参考に、
粘土をこねて、伸ばして、積んで、縄目の文様を
つけて、高さ 15cm のミニ縄文土器をつくります。

日時　1 月 21 日㈮～ 23 日㈰　午前 10 時～、
午後２時～

※体験時間の目安は 90 分。
会場　本庄早稲田の杜ミュージアム
講師　本庄早稲田の杜ミュージアム学芸員ほか
対象　どなたでも
定員　各５名（先着順）
費用　200 円 ( 材料費 )
用意　汚れてもよい服装
申込　1 月 15 日㈯午前９時から電話、 または

直接本庄早稲田の杜ミュージアムへ

　「日本先史考古学の父」と呼ばれる山内清男博
士は、先史考古学の方法論を確立するとともに、
縄文時代研究を科学的に体系化し、日本の考古学
界に大きな足跡を残しました。
　企画展では、山内清男博士が考古学と共に歩ん
だ足跡を、資料に沿って辿

たど
ります。

ワークショップ企画展

１月 12 日㈬から開催　ミニ企画展　本庄市の遺跡　令和３年度最新出土品展　詳しくは、23 ページへ

ミニ縄文土器をつくろう山内清男の考古学

縄文人に挑戦

早稲田リサーチパーク・コミュニケーショ
ンセンター１階（西富田 1011）
開館時間　午前９時～午後４時 30 分
入 館 料　無料
休 館 日　月曜日（休日の場合は翌日）
★本庄早稲田の杜ミュージアム
　☎ 71- ６８７８・ 71- ６８７９

５月29日㊐
まで開催中
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ほんじょうインフォメーション

お知らせ

▶地域の見守りにご協力を

★危機管理課☎ 25- １１８４

本庄市ジョギング・ウォーキングパトロールに参加
しませんか

本庄市ジョギング・ウォーキングパトロールとは

　日頃取り組んでいるジョギングやウォーキング、散
歩等に合わせて気軽に地域の見守りを行うボランティ
ア活動です。
　子どもや地域を見守る目が増えることで、犯罪のな
い安全なまちを目指します。

●対象
　18歳以上の市内在住・在勤・在学者
※週１回以上（目安）の活動が可能な方。
●申込
　必要事項を記入した申込書及び身分証明書（マ
イナンバーカード、運転免許証、保険証等）を持
参し、危機管理課（市役所３階）または支所総務
課（アスピアこだま２階）へ

※申込書は市 、危機管理課、
支所総務課で配付。

活動方法

　市内をジョギングやウォーキング、散歩する
際、支給する防犯パトロールグッズ（写真参照）
を着用してください。
　周囲の様子に気を配りながらジョギングや
ウォーキング、散歩等をお願いします。

活動時のお願い活動時のお願い
①�活動中は防犯パトロールグッズを着用し、あい①�活動中は防犯パトロールグッズを着用し、あい
さつをこころがけるさつをこころがける

　暗くても目立つ防犯　暗くても目立つ防犯
パトロールグッズを着パトロールグッズを着
用することが、犯罪抑用することが、犯罪抑
止効果と仲間意識の向止効果と仲間意識の向
上につながります。上につながります。
　そのほかにも、すれ　そのほかにも、すれ
違う人に対して、できる範囲（※）でのあいさつ違う人に対して、できる範囲（※）でのあいさつ
をこころがけてみましょう。をこころがけてみましょう。
※感染予防のため、会釈や手を挙げるなど。※感染予防のため、会釈や手を挙げるなど。

②無理のない活動をする②無理のない活動をする
　自分に合った時間帯、場所、距離で活動しま　自分に合った時間帯、場所、距離で活動しま
しょう。危険なところには近づかないでください。しょう。危険なところには近づかないでください。
③夜間の活動は特に注意を③夜間の活動は特に注意を
　夜間の活動時は、明るい服装や反射材を着用す　夜間の活動時は、明るい服装や反射材を着用す
る、複数人での活動をこころがけましょう。る、複数人での活動をこころがけましょう。
④交通ルールやマナーを守って活動を④交通ルールやマナーを守って活動を
　地域を守るだけではなく、交通ルールやマナー　地域を守るだけではなく、交通ルールやマナー
も守って皆さんのお手本となるような行動をここも守って皆さんのお手本となるような行動をここ
ろがけましょう。ろがけましょう。
⑤身の安全を第一に⑤身の安全を第一に
　パトロール活動は、犯罪の抑止が目的です。自　パトロール活動は、犯罪の抑止が目的です。自
分の安全を最優先しましょう。不審な人や車など分の安全を最優先しましょう。不審な人や車など
を見かけた場合は、110番通報してください。を見かけた場合は、110番通報してください。

市

防犯パトロール防犯パトロール
グッズ着用例グッズ着用例
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Information

　道路に関して、次のような不具合等を発見した
場合は、道路整備課へご連絡ください。

●舗装道路に穴があいている
●舗装面に段差がある
●側溝のふたが割れている
●側溝のふたがガタガタする
●ガードレールが壊れている
●点字ブロックが壊れている
●夜なのに道路照明等が点灯していない　など

　ご連絡は、電話のほか市 からも行えます。

道路が快適に利用できるようご協力を

▲ �市 からのご連絡では写真添付も可
能です

舗装道路に穴があい
た状態

▲

▲ �ガードレールが壊れ
た状態

　本庄ケーブルテレビ㈱と㈱ほんじょうＦＭのご協力で、空き家
問題の発生予防のため「相続・空き家問題で困らないために今で
きること」をテーマに、特別番組を放送します。
　誰にでも起こりうる空き家トラブルに備えるため、ぜひご視聴
ください。
講師　吉田　健　氏（埼玉司法書士会　司法書士）

●本庄ケーブルテレビ（市民第２チャンネル）

日時　１月20日㈭　午後７時～７時30分
※はにぽんプラザのＰＲスペースでも視聴できま
す。

●ほんじょうＦＭ（ＦＭ�89.3MHz）

日�時　１月25日㈫　午後４時～４時30分（「市
政のお知らせ」で生放送）
※インターネットや専用アプリ「エフエム＋＋（プ
ラプラ）」でも視聴できます。

募集

▶空き家問題について考える

塙保己一没後 200周年記念事業

考えよう！あなたの相続　空き家の未来
★都市計画課☎ 25- １１３６

お知らせ

▶ご連絡ください

道路の不具合等を見つけた時は
★道路整備課☎ 25- １１３４

Android用インターネット iOS 用



国保
令
和
２
年
度　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

わたしたちの

★保険課☎25- １１１６

歳
入
・
歳
出
の
主
な
項
目

　

令
和
２
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

80
億
３
４
９
７
万
１
１
３
６
円
（
前

年
度
比
０
．53
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
の
主
な
項
目
は
、
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
税
が
22
．
３
％
、
県

支
出
金
が
69
．
５
％
、
市
か
ら
の
繰

入
金
が
６
．
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
歳
出
決
算
額
は
、
78
億�

６
１
０
３
万
６
６
３
円
（
前
年
度
比

１
．
03
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
項
目
は
、
医
療
費
の

支
払
い
に
充
て
る
保
険
給
付
費
が
69
．

３
％
、
国
保
事
業
費
納
付
金
が
25
．

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
増
加

　
国
保
加
入
者
は
年
々
減
少
し
て
い

る
た
め
、
保
険
給
付
費
の
総
額
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
医
療
の
高
度
化
等
の
影
響
に
よ

り
、
１
人
あ
た
り
の
保
険
給
付
費
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
棒
グ
ラ
フ

参
照
）。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
、
安
定
し
た

運
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
か
ら
健
康

の
保
持
・
増
進
へ
の
心
が
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

279

289
291

295

１人あたりの保険給付費の推移

H29 H30 R １ R２ （年度）

（千円）

国保加入世帯数
　　　　　11,463 世帯
被保険者数
　　　　　18,099 人
（令和３年 12月１日現在）

歳出　78億 6,103 万 663円

保険給付費　保険給付費　69.3%	69.3%	
54 億 5,092 万 1,126 円54億 5,092 万 1,126 円

国保事業費納付金　25.9%　
20億 3,463 万 5,007 円

総務費　1.6%　
1億 2,727 万 7,010 円	

歳出

歳入　80億 3,497 万 1,136 円

その他の支出　3.2%
２億 4,819 万 7,520 円

県支出金県支出金　69.5%　69.5%
55億 8,389 万 5,27255 億 8,389 万 5,272 円円		

保険税保険税　22.3%　22.3%
17億 9,039 万 7,249 円17億 9,039 万 7,249 円

市繰入金　6.2%
4億9,901万9,619円

前年度繰越金　1.7%　	 	
1 億 3,487 万 7,205 円

その他の収入　0.3%	
2,678 万 1,791 円	

歳入

国民健康保険ガイド
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
と
傷

病
手
当
金
の
支
給

▼
保
険
料
の
減
免

　
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
（
世
帯

主
）
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
場
合
や
、
収
入
が
減
少
し
た

場
合
に
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
保

険
料
を
減
免
し
ま
す
。

減�

免
対
象
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日

～
令
和
４
年
３
月
31
日

申�

請
期
限　
保
険
料
の
納
期
限
前
ま
で

▼
傷
病
手
当
金
の
支
給

　
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
場
合
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
で

感
染
が
疑
わ
れ
、
勤
務
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
傷
病
手
当
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
適
用
期
間
が
次
の
と
お

り
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

適�

用
期
間　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
令

和
４
年
３
月
31
日

※
詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
保
険
課
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
保
険
課
☎
25
‐
１
２
４
５

後期高齢者医療制度に加入している方へ後期高齢者医療制度に加入している方へ

国民健康保険ガイド　国民健康保険ガイド　わたしたちの国保わたしたちの国保

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請
は

お
済
み
で
す
か

対
象
世
帯
・
減
免
割
合

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
世
帯
主
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯　
→
全
額
免
除

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
世
帯
主
の
事
業
収
入
等
が
減

少
し
た
世
帯　
→
一
部
減
額

※
②
に
該
当
す
る
世
帯
の
要
件
は
、
世
帯

主
が
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
で

す
。

⑴�

令
和
３
年
の
事
業
収
入
等
の
年
間
収
入

額
か
ら
補
填
さ
れ
る
保
険
金
な
ど
を
控

除
し
た
額
が
、
前
年
に
比
べ
て
30
％
以

上
減
少
し
て
い
る
こ
と

⑵�

令
和
２
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
０
０
０�

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑶�

収
入
が
減
少
し
た
種
類
の
所
得
以
外
の�

令
和
２
年
の
所
得
の
合
計
額
が
４
０
０�

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

減	

免
対
象
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
４
年
３
月
31
日

申	

請
方
法　
納
期
限
の
７
日
前
（
第
７
期

は
１
月
24
日
㈪
、
第
８
期
は
２
月
21
日

㈪
）
ま
で
に
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を

郵
送

※
申
請
書
及
び
必
要
書
類
、
郵
送
先
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
市
ま
た
は
保
険
課
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

傷
病
手
当
金
の
適
用
期
間
を
延
長

し
ま
す

　

本
庄
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
給

与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た

場
合
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
で
感
染
が
疑
わ

れ
、
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
適
用
期
間
が
次
の
と
お
り

延
長
と
な
り
ま
し
た
。

適	

用
期
間　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
令
和

４
年
３
月
31
日

※
支
給
の
対
象
条
件
や
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ま
た
は
保
険
課
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
変

更
に
な
り
ま
し
た

　

１
月
か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛

金
が
、
１
万
６
０
０
０
円
か
ら
１
万�

２
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
が
40
万
８
０
０
０
円
（
こ
れ
ま
で
は

40
万
４
０
０
０
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

整
骨
院
・
接
骨
院
に
か
か
る
と
き
は

　

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の

施
術
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と

国
民
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

保	

険
が
使
え
る
場
合
（
外
傷
性
が
明
ら
か

な
場
合
）

▽�

打
撲
・
ね
ん
ざ
等
（
肉
離
れ
を
含
む
）

▽�

骨
折
・
脱
臼
（
緊
急
時
以
外
は
医
師
の

同
意
が
必
要
）

保	

険
が
使
え
な
い
場
合（
全
額
自
己
負
担
）

▼
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

▼�

脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状

に
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

▼�

同
じ
負
傷
等
に
つ
い
て
保
険
医
療
機
関

で
治
療
中
の
も
の

▼�

仕
事
中
や
通
勤
途
上
で
の
負
傷
（
労
災

保
険
の
対
象
）

保
険
証
を
提
示
し
て
一
部
負
担
金
を
支
払

う
際
の
注
意

・�

施
術
終
了
後
、「
療
養
費
支
給
申
請
書
」

に
署
名
す
る

・�
申
請
書
に
記
載
の
施
術
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
、
確
認
す
る

・
必
ず
領
収
書
を
受
け
取
る
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　各税理士事務所において、原則、電話で無料の申
告相談を行います。希望者は、事前に各税理士事務
所に電話連絡のうえ、ご利用ください。
※事前連絡の際に相談日時を確認してください。

●対象　
　年収 600 万円以下の給与所得者で医療費控除や
住宅借入金等特別控除などの申告をする方、年金
受給者で確定申告が必要な方
●相談時間　午前９時 30分～午後４時

★関東信越税理士会本庄支部☎ 35- １１２８

日程 税理士名 電話番号 事務所所在地

２月１日㈫
菅野　幸夫 24- ３６０２ 若泉
小池　裕太 22- ３０７４ 本庄
柴﨑　　厚 22- ０６０６ 栄

２月２日㈬
青木　貴子 22- ３４９１ 南
池田　敦司 71- ７９０１ 西富田
松木　正則 34- ０３０７ 上里町七本木

２月３日㈭
入　敏明 71- ７７９２ 千代田
木村　睦子 23- １１２０ けや木
塚本　富雄 76- ０６８４ 美里町下児玉

２月４日㈮
多賀谷　実 21- ７８７１ 見福
野沢　一雄 34- ２６９６ 上里町七本木
松本　悦子 24- １９６５ 若泉

２月５日㈯
岩堀　薫 21- １６７８ 朝日町
小川　輝 21- ０８８８ 牧西
根岸　精一 21- ２２３５ 五十子

２月７日㈪
黒澤　祥一 33- １４１４ 上里町七本木
須永　秀和 22- ４８６７ 前原
角谷　高之 22- ５３７０ 駅南

２月８日㈫
田中　圭二 22- ３７３３ 栗崎
田村　修 24- ５５３３ 本庄
目時　悟 33- ８８５９ 上里町金久保

２月９日㈬
小暮　眞一郎 33- ２１４１ 上里町勅使河原
田村加代子 33- ８８５９ 上里町金久保
田村　幸一 71- ７８０８ 下野堂

２月 10日㈭
塚本　雅俊 71- ４９１０ 上里町七本木
藤井　桂一 21- ３６２５ 見福
三沢　俊之 21- ２８００ 朝日町

２月 12日㈯
松本　和弘 33- ０３１５ 上里町三町
松本　純一 33- ０３１５ 上里町三町
三澤　力男 25- ７９８８ 朝日町

２月 14日㈪
浅見　秀子 24- ０６７９ 西富田
山下　政信 72- １３１７ 児玉町吉田林
吉澤　政志 71- ９９４５ 上里町勅使河原

２月 15日㈫ 真々田　豊 71- ４５２９ 東台
宮田　昌代 33- ２７６４ 上里町七本木

令和３年分所得税確定申告
税理士による無料電話税務
相談をご利用ください

Ｑ医療費控除を受けたいのですが必要な書類は
何ですか？市で作成してもらえますか？
Ａ「医療費控除の明細書」が必要です。市では明細書
の作成は行いません。事前に診療を受けた人ごと、
医療機関ごとに累計し、明細書を作成してください。
なお、健康保険や生命保険の制度等からの補填金分
は、医療費から差し引かれます。

※医療費の領収書や、その他預かり不要の各種証明書
等は返却しますが、明細書の確認のため提示または提出
を求める場合があります。確定申告期限等から５年間は
保管してください。また、医療保険者が発行する医療費
通知を添付することで、明細の記入を省略できます。

Ｑ収入が公的年金のみです。申告は必要ですか？
Ａ所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要です。
また、公的年金の収入が 400 万円以下で公的年金
以外の所得が 20万円以下の場合は、確定申告は不
要ですが、公的年金以外の所得がある場合や、源泉
徴収票に記載されている控除以外に各種控除を追加
する場合は、市民税・県民税申告が必要です。

利用者識別番号の事前取得は課税課へ

　申告相談会では、利用者識別番号が必要です（市民
税・県民税申告の場合や、すでに取得済の場合は不要）。
窓口で事前に取得できますので、混雑緩和のためにご
協力をお願いします。
取得窓口　課税課（市役所 1階）
用意　本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証等）

所得税の還付を受ける方へ

　所得税の還付申告書は、確定申告期間前でも本庄税
務署に提出できます。申告会場は大変混み合いますの
で、所得税の還付申告をする方はご活用ください。ま
た、税理士による無料電話税務相談もご利用ください。
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市民税・県民税

申告、その前に
今年も税の申告時期が間近になりました。早めに準備をして、期限内の申告に備えましょう。
「令和４年度市民税・県民税申告」と「令和３年分所得税の確定申告」（還付申告などの簡易な申告のみ）の申告

相談を以下のとおり行います。

★課税課市民税係☎25-１１２３

Ｑ収入や所得がなくても申告は必要ですか？
Ａ収入や所得がなくても次のいずれかに該当する方
は、市民税・県民税申告が必要です。

　・16歳以上の国民健康保険加入者とその世帯主
　・後期高齢者医療制度の被保険者とその世帯主
　・介護保険被保険者とその世帯主及び世帯員
　・市営住宅及び県営住宅入居者（中学生以下は除く）
　・所得課税証明書が必要な方

Ｑ申告に必要なものは何ですか？
Ａ次の書類などを用意してください。
①マイナンバーカードまたは通知カード及び身元確認
のできるもの（運転免許証など）

②所得がわかるもの
・給与所得、年金所得のある方…源泉徴収票
・事業所得（営業、農業）、不動産所得のある方…
事前に収支計算を済ませた収支内訳書

・配当所得、一時所得、雑所得のある方…年間取引
報告書、支払調書

③各種控除を証明できるもの

・社会保険料控除を受ける方…国民健康保険、国民
年金、介護保険、後期高齢者医療保険などの領収
書または支払証明書

・生命保険料控除（一般、個人年金、介護医療）及
　び地震保険料控除を受ける方…控除証明書
・寄附金控除を受ける方…領収書または支払証明書
・医療費控除を受ける方…医療費控除の明細書

※セルフメディケーション税制による医療費控除の特
例の適用を受ける場合は、セルフメディケーション税
制の明細書及び一定の取組を行ったことを明らかにす
る書類が必要となります（例　健康診断等の結果通知
表やインフルエンザ予防接種の領収書等）。　
※明細書の様式は、本庄税務署、課税課（市役所１階）、
支所市民福祉課（アスピアこだま１階）、市 で配付。
・障害者控除を受ける方…身体障害者手帳、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象者
認定書

④所得税の還付を受ける方は、申告者本人名義の口座
が確認できる預金通帳など

◆よくある質問

日程・会場

①２月14日㈪～18日㈮　セルディ

②２月21日㈪～３月15日㈫　市役所
※市役所 1階市民ホールで受付後、順次会場へ案内
します。

時間

午前９時～正午、　午後１時～４時
※土・日・休日を除く。ただし３月６日㈰は実施。
※詳しい日程は広報ほんじょう２月号に掲載します。
※予約や整理券の事前配布はありません。

感染防止対策にご協力ください

⃝受付時に検温・消毒をしてください
○会場の換気のため、暖房が十分でな
い可能性があります。上着等を用意
してください
○混雑状況により、入場制限・受付人数の制限を行
う場合があります
○次に該当する方は入場をお断りします
・体温が37.5度以上ある方
・マスクを着用していない方
・体調のすぐれない方
・市が感染防止の観点から入場が適当ではないと判断
した方

15 令和４年１月１日号
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日程　１月 24 日㈪～３月 15 日㈫（土・日・休
日を除く）
受付時間　午前８時 30 分～午後４時（相談開始　

午前９時～）
会場　本庄税務署１階会議室
　還付申告相談▶１月 21 日㈮以前でも受付
　贈与税申告相談▶２月１日㈫から受付

【注意】
　確定申告会場には、当日配付または国税庁
LINE 公式アカウントから事前に取
得した入場整理券が必要です。

事業名 対象 内容 本人負担

緊急通報システ
ム事業

次の条件をすべて満たす方
①おおむね 65 歳以上の在宅の一人暮らし
②身体上慢性的な疾患等により、日常生

活を営むうえで常時注意を要する

急病など緊急を要するときに、受信
センターへ通報できる装置を貸与 あり

徘徊高齢者等見
守り事業

おおむね 65 歳以上の徘徊行動が見ら
れる在宅の高齢者で、次のいずれかに
該当する方
・介護保険で要介護者または要支援者

に認定されている
・医師により認知症と診断されている

衣類等に貼る二次元コード付シー
ルを配付

（発見者が二次元コード付シール
をスマホ等で読み取り、専用伝言
板でやりとりをすることにより、
高齢者の発見につなげるもの）

なし

徘徊高齢者探知
事業

徘徊行動のあるおおむね 65 歳以上の
在宅の認知症高齢者

認知症により徘徊行動のある高齢
者の家族等に、携帯用端末を貸与 あり

紙おむつ支給事業
介護保険で要介護４または５に認定さ
れている 40 歳以上の方で、失禁の状
態にある在宅生活の方

自宅へ指定の紙おむつ等を配送
（月に１回） なし

要介護高齢者介
護手当支給事業

介護保険で要介護４または５に認定さ
れている 60 歳以上の高齢者と同居し
て常時介護している方

8,000 円（月額）を支給
※入院・ショートステイ等を 16
日以上利用した月は支給対象外。

なし

高齢者等とその家族の高齢者等とその家族の
暮らしを支える制度暮らしを支える制度 市では、在宅で生活している、支援が必要な高齢者

等やそのご家族に対して、以下のサービスを実施
しています。サービスを利用するには申請が必要です。
詳しくは、地域福祉課へ。

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場

確定申告にはスマホ・パソコンから
e-Tax・スマホ申告が便利

マイナンバーカードとスマホ（マイナン
バーカード読取り対応）があれば、国税庁

から確定申告を行うことができます。

動画で見る
確定申告

確定申告書等作成
コーナー

マイナポータル
連携特設ページ

★本庄税務署☎ 22- ２１１１

国税庁LINE公式
アカウント

★地域福祉課☎25-１１２７

本庄税務署からのお知らせ
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　４月に小学校へ入学する児童（平成 27 年４月２日～平成 28 年
４月１日生まれ）の保護者を対象に、入学説明会を開催します。　
　対象児童のいるご家庭には、12 月中に「入学通知書」及び「入
学説明会のご案内」を郵送しています。詳しくは通知をご覧ください。
※中央小学校・金屋小学校・秋平小学校は、就学時健康診断の際に
案内を配布済みです。
※通知が届いていない場合は、学校教育課（市役所４階）へお問い
合わせください。

新入学児童入学説明会を開催
★学校教育課☎25-１１４９

学校名 日程 受付時間 学校名 日程 受付時間
本庄東小 １月 27 日㈭ 午後１時 50 分～２時 10 分 本庄南小 ２月 1 日㈫ 午後１時 30 分～１時 45 分

本庄西小 １月 20 日㈭ 午後１時～１時 10 分 中央小 １月 28 日㈮ 午後２時 30 分～２時 45 分

藤田小 ２月４日㈮ 午後１時 30 分～１時 55 分 児玉小 １月 28 日㈮ 午後１時～１時 20 分

仁手小 １月 27 日㈭ 午後１時～１時 15 分 金屋小 ２月４日㈮ 午後２時 50 分～３時 15 分

旭小 １月 26 日㈬ 午後１時 30 分～１時 45 分 秋平小 ２月４日㈮ 午後１時 30 分～１時 45 分

北泉小 １月 28 日㈮ 午後１時 25 分～１時 45 分 共和小 １月 19 日㈬ 午後１時 30 分～１時 55 分

広
こうほう
報ほんじょうを 10言

げん ご
語で配

はいしんちゅう
信中

★広報課☎ 25- １１５５

　無
むりょう

料アプリ「カタログポケット」では、広
こうほう

報ほん
じょうをさまざまな言

こ と ば
葉で読

よ
めます。

　このサービスでは、ブラウザでもアプリでも、ス
マートフォンやタブレットで広

こうほう
報紙

し
を読

よ
むことがで

きます。さらに、文
も じ

字サイズも調
ちょうせつ

節でき、音
おんせい

声読
よ

み
上
あ

げにも対
たいおう

応しています。

●対応言語（10言語）
日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓国
語、タイ語、ポルトガル語、スペイン語、インド
ネシア語、ベトナム語

※ベトナム語は音声読み上げに対応していません。 アプリのインストール（無料） ブラウザ版
▼ Android▼ iOS

※ブラウザ版は音声読み上げには対応していません。音
声読み上げには、無料アプリ「カタログポケット」のイ
ンストールが必要です。▲ Supported langages（10languages）
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Hot Space
まちかどＳｎａｐ

朝原さんによるスキップの実演では、高い跳躍に児童か
ら歓声が上がった

表彰式では、表彰状と記念品が贈られた

アイマスクで視界が遮られているため、ガイド役の児童
がゴール後ろで出す合図や音を頼りにシュートを決める

植物の特徴を丁寧に説明する児玉白楊高校の生徒

本庄市キッズ健
けんこう
幸アンバサダー養成講座

スポーツで家族みんな元気に

8020よい歯のコンクール表彰式

健康な歯をいつまでも

ブラインドサッカー体験教室

具体的に伝えることの大切さを学ぶ

　11月 22 日、旭小学校でスポーツの楽しさを家族に伝える
本庄市キッズ健幸アンバサダー養成講座が行われました。オ
リンピアンの朝原宣治さん、安藤梢さんから、早く走る秘訣
やボールをうまく操るコツなど、スポーツの楽しさを実演を
交えて学び、講義では体を動かすことの大切さも学びました。
参加した児童は、「ずっと健康でいられるコツなどを教わっ
た。早く家族に伝えたい。」と今後の抱負を述べていました。

　12 月 2日、保健センターで 8020 よい歯のコンクール表
彰式が開催されました。
　8020 よい歯のコンクール表彰式は、80歳以上の方で 20
本以上の歯を保っている人を対象に表彰を行うものです。今
年度は 33名の方が表彰されました。いつまでも健康な歯を
保ってください。

　12月 10日、本庄西小学校で（一社）日本障がい者サッカー
連盟会長の北澤豪さん、ブラインドサッカー選手の増田周平
さんらを招き、ブラインドサッカー体験教室が開催されまし
た。参加した児童はアイマスクを着用してのシュート体験を
通して、自分と相手との感覚の違いや、それによって相手の
気持ちに立って具体的に伝えることの大切さを学びながらプ
レーを楽しんでいました。

競進社の小さな市場

にぎわいがあふれる競進社模範蚕室
　11 月 20 日、競進社模範蚕室の駐車場で本庄市観光協会
主催の競進社の小さな市場が開催されました。
　市内の飲食店や生花店が出店し、児玉白楊高校の生徒によ
る作品展示や、生徒が育てた植物や野菜の販売も行われまし
た。訪れた皆さんは、市場での買い物や競進社模範蚕室の見
学を楽しんでいました。
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オールジャパンポインセチアフェア
農林水産大臣賞・

農林水産省農産局長賞を受賞
　11 月 24 日に東京都中央卸売市場大田市場で 2021 年度　第
38 回オールジャパンポインセチアフェアが開催されました。
　最高賞の農林水産大臣賞に、塩原卓哉さん（下野堂）のポイン
セチア「アドバンテージ」が、２席の農林水産省農産局長賞には、
塩原花園【塩原茂夫さん（下野堂）】のプリンセチア「ロゼマーブル」
がそれぞれ選ばれ、親子での受賞となりました。
　塩原茂夫さんは、「今年
は生産量を減らして、鉢の
間隔を多めにとった。生育
環境を改善したことが、品
質の向上につながったと
思う。」と話していました。
おめでとうございます。

ほっとひと息、ホットな話題　　

高齢者叙勲 祝百賀
　市内在住で大正10年生まれの反町ふく
さん、松本　女子さんがめでたく100歳
を迎えられました。
　大正・昭和・平成・令和と４つの時代
を歩んできたおふたりにお祝いの「寿
状」が贈られました。
※ご希望により松本　女子さん（小和瀬）
はお名前のみ掲載させていただきました。 反町　ふく さん

（東五十子）

　政府は、12月１日付
けで高齢者叙勲を発表し
ました。
　市内では、小林芳男氏
が瑞宝双光章を受章され
ました。おめでとうござ
います。

元埼玉県蚕業試験場長
小林　芳男　氏

（見福）

瑞宝双光章

善意ありがとうございます
　ほんじょう緑の基金へ２つの団体から多額のご寄附をいた
だきました。いただいた寄附金は、本庄段丘斜面林等の緑の
保全のために活用させていただきます。ありがとうございま
した。

★都市計画課☎25-１１３７

沖電気工業㈱

（敬称略）

　明治安田生命保険相互会社から本庄市ふるさ
と創生基金に多額のご寄附をいただきました。い
ただいた寄附金は市民の健康増進のために活用
させていただきます。ありがとうございました。

★広報課 25-１１５５

輝く！
ほんじょう人

でんごん広場
みなさんの情報交換の場

自
じきょうじゅつ

彊 術
　号令をかけ心身健康になる体操
です。
活 動日時　毎月第１・３・４月曜日　

午前 10 時～11 時 40 分
活 動場所　はにぽんプラザ２階活

動室 A・B
費 用　入会金 1,000 円、月会費

2,000 円
対象　軽い体操のできる方
申込・問合せ　福島☎ 24-３８４４

赤城乳業㈱

募

募 ＝会員募集

(左から) 塩原茂夫さん、塩原卓哉さん
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ECガイド ★環境推進課☎ 25- １１７２

ダンボールコンポスト講習会を開催
　ダンボールコンポストの作り方を学びます。講習会
終了後には、自宅ですぐにできるダンボールコンポス
トセットも無料配付します。また、アフターフォロー
の講習会も開催します。
日�時　１月 27 日㈭、３月 24 日㈭　全２回　午前

10 時～ 11 時 30 分
※１回目のみの参加も可能です。
会場　共和公民館

講�師　花里　政江　氏（NPO 法人循環生活研究所　
ダンボールコンポストネットワーク　ダンボールコ
ンポストアドバイザー ）
定員　15 名（先着順）
費用　無料
用意　筆記用具、飲み物
申込　１月 14 日㈮から電話または直接環境推進課へ

「無許可」の回収業者に
ご注意ください

　家庭の廃棄物を排出するときに、法令に定める
許可を持たない回収業者に依頼すると、廃棄物が
適正に処理されないことや、高額な処理料金を請
求される恐れがあります。
　粗大ごみを排出する場合は、次の方法を利用し
て正しく処分してください。
▶小山川クリーンセンターへ自己搬入
▶市の粗大ごみリクエスト収集
▶市の一般廃棄物収集運搬許可業者へ依頼
　テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・
衣類乾燥機は、家電小売店または環境推進課へご
相談ください。

回収場所 日 程 時 間 問合せ先
アスピアこだま 午前９時～11時 ハートtoハート（佐久間さ

んち）
☎22-９３００ 市役所 １月16日㈰ 午前９時～午後１時

本庄南公民館
※布類回収も実施 １月８日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち☎22-９３００
就労継続支援Ｂ型事業所「佐久間さんち｣
( 本庄高校北側） １月２1日㈮ 随時受付 ポノポノ☎23-２１９５

集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

■令和３年 10 月分のごみの量（可燃・不燃・有害・粗大）
家庭系ごみ排出量　1,625.30t　１人１日あたり排出量　約 673g　前年同月比 -68g（-9.17％）
事業系ごみ排出量　710.03t　1 人 1 日あたり排出量　約 294g　前年同月比 +2g（+0.68％）
※埼玉県内市町村の 1 人 1 日あたりのごみ排出量は 家庭系ごみが 528g、事業系ごみが 201g（令和元年度実績）
埼玉県の平均と比べ、家庭系ごみの排出量は多い状況にあります。生ごみの水切りや資源物の分別に加えて、家庭での食品
ロス対策等を実践していただき、ごみの減量化・資源化にご協力をお願いします。

悪天候時のごみ出しは�
　　　できるだけ控えましょう
　降雪などの悪天候時は、交通事情や道路状況等
によって、通常よりごみの収集が遅れたり、中止
になる等の影響が出ることがあります。そのため、
悪天候時のごみ出しの際には、ごみの排出をでき
るだけ控えていただき、次回以降の収集日に出す
などのご協力をお願いします。
　なお、やむを得ずごみを排出する時は、「強風
にあおられる」、「足元が滑りやすくなっている」
等の危険性に十分ご注意ください。

２月６日㈰
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あたり前のことが大切に思えた年末
　このコラムを書いているのは、12 月中旬です。ワ
クチン接種も進み、新しい変異株も現時点では対策が
功を奏し、感染は広がっておりません。この広報紙が
皆さまに届く新年はどうなっているか予測できません
が、ともかく 11 月から約１か月半以上、平穏な日々
が続いております。
　飲食店にもお客が徐々に戻ってきました。ご家族で
の外食、職場や親しい方との忘年会を年末に楽しまれ
た方もおられると思います。11 月、12 月は各週末
に、さまざまなイベントが開催されました。競進社
模範蚕室駐車場で開催された「競進社の小さな市場」

（11/20）、はにぽんプラザ周辺で開催された「本庄
商店会マーケット」（12/5）、私は本泉地区の遊楽荘
で日曜日に開催されている朝市にも行ってきました。
市内では年末にかけて、そのほかにも数多くのフリー
マーケット、マルシェが開催されました。ふだんの家
庭での食事や、日常のお買い物とはまた違った楽しみ
を味わえる、外食や地域ならではの経済活性化イベン
トへの参加は、人の心を元気にすると思います。

　また、11 月、12 月はスポーツや文化・芸術の活
動も感染予防をしながら盛んになりはじめました。ケ
イアイスタジアムでの各野球大会や若泉運動公園多目
的グラウンドでの各サッカー・フットサルイベント、
カミケンシルクドームでは、本庄初の「第１回本庄市
民レスリング大会」（12/12）が開催されました。ま
た、本庄市民文化会館では絵画展「貫流展」（11/21）、
をはじめ、市内高校などの絵画クラブの発表展示や書
道展、さらに大ホールでは郡市内の舞踊、バレエ、ダ
ンス等の多彩な団体の発表会「ふれあい芸能まつり」

（11/21）、各講演会、映画鑑賞会、観劇なども開催
され、多くの皆さんが参加されました。本庄レンガ倉
庫、はにぽんプラザでも落語会やコンサート、映画鑑
賞など多彩なイベントが行われました。
　コロナ禍の前にはあたり前と思っていた、これら人
と人とが集まるさまざまな催し。長期の中断を経て再
開でき、改めてその大切さをかみしめた年末だったと
振り返っております。ワクチン接種３回目と感染予防
策を万全にしつつ、この平穏な日々が新年も続くこと
を願ってやみません。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令和４年１月１日号21 令和４年１月１日号21

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補�

助
対
象　
次
の
①
～
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業
者

①�

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
名
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
名
）
以
下
の
事
業
者

②�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
ま

た
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を

し
て
い
る
事
業
者

③�
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④�

こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間

補�

助
金
額　
上
限
２
４
０
０
円

※
共
済
加
入
従
業
員
１
名
に
つ
き

１
年
間
あ
た
り
の
金
額
。

申�

込　
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
下
記
へ

※
必
要
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

環
境
影
響
評
価
に
係
る
事
後

調
査
書
の
縦
覧

　
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に

基
づ
き
、
本
庄
都
市
計
画
本
庄
新

都
心
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

事
後
調
査
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

調
査
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

○
縦
覧
に
つ
い
て

期�

間　
１
月
25
日
㈫
～
２
月
25
日

㈮
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

場�

所　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

階
）、
支
所
総
務
課(

ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
２
階)

、埼
玉
県
環
境

政
策
課
、
埼
玉
県
北
部
環
境
管

理
事
務
所
、
県
ほ
か

○
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提�

出
方
法　
意
見
書
（
縦
覧
場
所

で
配
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
、
ま
た
は
直

接
提
出
先
へ
提
出

提
出
期
限　
３
月
11
日
㈮（
必
着
）

提�

出
先　
〒
３
３
０
‐
９
３
０
１

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
‐

15
‐
１　
埼
玉
県
環
境
政
策
課

★�
埼
玉
県
環
境
政
策
課�

☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
０
４
１・

０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
７
７
０

�市長コラム
���しんげの一言メッセージ

本庄市長

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社羽賀商店 埼玉県本庄市栄 3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（埼玉・群馬・東京）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

リユース・リサイクル品あればお値引き可！

建物解体前の残置物処分

即日対応いたします

見積
無料

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５



くらしの情報 Station

催
し
・
講
座
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小
規
模
事
業
者
等
応
援
臨
時

給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
た
小
規
模
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
、
給
付
金
（
５

万
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
、１
月
31
日
㈪（
消

印
有
効
）
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

定
時
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か

　
本
庄
高
校
夜
間
定
時
制
課
程
の

令
和
４
年
度
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
40
名

履
修
課
程　
定
時
制
普
通
科

授�

業
時
間　
午
後
５
時
25
分
～
８

時
55
分
（
４
時
限
、
途
中
給
食

あ
り
）

出
願
期
日　
２
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

学
力
検
査　
２
月
24
日
㈭

面
接　
２
月
25
日
㈮

※
19
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
、
定

時
制
の
過
程
に
お
け
る
特
別
募
集

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★�
埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
（
定

時
制
の
課
程
）
☎
21
‐
１
１
９
５

本
庄
地
域
就
職
面
接
会
～
若

年
者
と
就
職
氷
河
期
世
代
の

就
職
を
応
援
し
ま
す
～

　
55
歳
未
満
の
求
職
者
を
対
象
と

し
た
就
職
面
接
会
で
す
。

日�

時　
１
月
20
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
受
付　
午
後
３

時
30
分
ま
で
）

会�

場　
本
庄
商
工
会
議
所
２
階
大

ホ
ー
ル

内�

容　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
庄
管
内

企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
個
別

面
接

参
加
企
業　
12
社
（
予
定
）

用�

意　
履
歴
書
（
複
数
枚
）、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
受
付
票
（
お
持
ち

の
方
）

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本�

庄
職
業
紹
介
係
（
☎
22
‐
２
４
４�

８
）
へ
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
５

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　

本
庄
市
推
進
委
員
会
合
同
集
会

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
本
庄

市
推
進
委
員
会
で
は
、犯
罪
予
防・

非
行
防
止
を
図
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
の
貧
困
解
決

の
た
め
、
な
ぜ
子
ど
も
食
堂
が
必

要
な
の
か
、
子
ど
も
食
堂
の
役
割

な
ど
に
関
す
る
埼
玉
県
の
取
組
に

つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
「
第
71
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
埼
玉
県
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に
よ
る
作

文
発
表
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日�

時　
２
月
20
日
㈰　
午
後
１
時

30
分
～（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

講
師　
埼
玉
県
少
子
政
策
課
職
員

対
象　
ど
な
た
で
も

定�

員　
１
０
０
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

申�

込　
２
月
４
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
左
記
へ

★�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
本
庄

市
推
進
委
員
会
事
務
局
（
地
域

福
祉
課
内
）
☎
25
‐
１
１
２
７

骨
を
強
く
す
る
食
事
や
歯
の

健
康
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
地
域
で
活
躍
す
る
専
門
家
の
皆

さ
ん
か
ら
詳
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
骨
強
度
も
測
定
し
ま
す
。

健
康
を
意
識
し
た
生
活
を
送
り
た

い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日�

時　
２
月
16
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活

動
室
Ａ
・
Ｂ

講�

師　
片
山　
直
子　
氏
（
管
理
栄

養
士
）、秋
元　
加
代
子　
氏（
歯

科
衛
生
士
）、
竹
下　
正
江　
氏

（
薬
剤
師
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
25
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申�

込　
１
月
17
日
㈪
午
前
10
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ
（
土
・
日
を

除
く
）

★�
本
庄
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
シ
ャ
ロ
ー
ム

☎
23
‐
９
５
８
０

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉脇島正法律事務所

埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料

公共施設でインターネット公共施設でインターネット
HONJO�FREE�Wi-FiHONJO�FREE�Wi-Fi

　　市内の公共施設に、無料で利用可能な公衆市内の公共施設に、無料で利用可能な公衆
Wi-Fiを設置しています。Wi-Fiを設置しています。
　利用にはメールアドレスの登録または専用ア　利用にはメールアドレスの登録または専用ア
プリのインストールが必要です。プリのインストールが必要です。
※詳しくは、市※詳しくは、市 でご確認ください。でご確認ください。
★情報システム課☎25-１１８９★情報システム課☎25-１１８９

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消毒、検温等にご協力をお願いし
ます。また、掲載している催し等が中止・変更になる場合があります。（市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください。）

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
研
修

会
で
す
。

日�

時　
２
月
５
日
㈯　
午
前
10
時

～
正
午

※
事
前
申
込
不
要
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ

内
容

①�

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え（
火
災
か

ら
命
を
守
る
た
め
に
）

②�

最
近
の
交
通
情
勢
と
交
通
事
故

対
策
に
つ
い
て

③�

本
庄
市
の
気
象
状
況
の
特
色
と

対
策
に
つ
い
て

★
危
機
管
理
課
☎
25
‐
１
１
８
４

ミ
ニ
企
画
展�

本
庄
市
の
遺
跡

令
和
３
年
度
最
新
出
土
品
展

　
小
島
４
丁
目
の
旭
・
小
島
古
墳

群
元
屋
敷
４
号
墳
（
令
和
３
年
度

発
掘
調
査
）
周
溝
内
出
土
の
土
師

器
と
、
児
玉
町
金
屋
の
高
柳
原
遺

跡
D
４
地
点
（
令
和
３
年
度
発
掘

調
査
）
か
ら
出
土
し
た
土
器
、
石

製
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

○�

本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
会
場

日�

時　
１
月
12
日
㈬
～
２
月
27
日

㈰　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
月
曜
日
は
休
館
）

○�

文
化
財
整
理
室
会
場
（
児
玉
総

合
支
所
第
２
庁
舎
２
階
）

日�

時　
３
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
休
日
は
休
室
）

★
文
化
財
保
護
課
文
化
財
整
理
室

☎
72
‐
６
８
４
１

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ

ん
か
。
介
護
者
の
交
流
会
及
び
介

護
の
悩
み
相
談
を
行
い
ま
す
。

日�

時　
①
２
月
18
日
㈮　
午
前
10

時
30
分
～
正
午
、
②
３
月
２
日

㈬　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会�

場　
①
旭
公
民
館
、
②
個
人
宅

（
本
庄
２
丁
目
地
内
）

講�

師　
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
本
庄

対�

象　
高
齢
者
（
お
お
む
ね
60
歳
以

上
）
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

内�

容　
①
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
オ
イ
ル
作
り
と
介
護
の
悩
み

相
談
、
②
ピ
ザ
作
り
と
介
護
の

悩
み
相
談

※
ピ
ザ
は
持
ち
帰
り
で
す
。

定
員　
各
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

用�

意　
①
な
し
、
②
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

申�

込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

★�

（
福
）本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24
‐
２
７
５
５

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
【
準

備
Ⅰ
】

　
手
話
通
訳
者
を
目
指
し
、
手
話

技
術
の
向
上
を
目
指
す
方
を
募
集

し
ま
す
。

日�

時　
２
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
・

３
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬　
全
４
回

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会�

場　
児
玉
公
民
館
会
議
室
２
・

３
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
１
階
）

講�

師　
本
庄
市
児
玉
郡
広
域
聴
覚

障
害
者
福
祉
協
会
会
員

対�

象　
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①�
本
庄
市
ま
た
は
児
玉
郡
内
在
住

で
聴
覚
障
害
者
福
祉
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と

②�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修
了

し
て
い
る
こ
と

③�

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
【
準
備

Ⅱ
】（
令
和
４
年
度
開
催
予
定
）

を
受
講
す
る
こ
と

④�

令
和
４
年
度
埼
玉
県
手
話
通
訳

者
養
成
講
座
Ⅰ
受
講
審
査
を
受

験
す
る
こ
と

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

申�

込　
１
月
13
日
㈭
か
ら
21
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

★�

（
福
）本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22
‐
７
２
７
５

【
本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
】

基
礎
ス
キ
ー
教
室

日�

時　
２
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

会
場　
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

講�

師　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

ス
キ
ー
指
導
員

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
、
市
ス
キ
ー
連
盟
会
員

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用対象 日帰り ２日間

一般 4,800円 9,300円
小中
学生 2,300円 4,300円

連盟
会員 3,800円 7,300円

※リフト代、宿泊代は別途
必要になります。

申�

込　
１
月
11
日
㈫
か
ら
21
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★�
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
武
井

酒
店
☎
24
‐
１
２
３
８

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉☆ あきらめていませんか！！

障害年金を

倉倉田田和和子子

病気やけがのために日常生活や仕事に

障害者手帳をお持ちの方、ぜひ一度

ご相談ください。 （初回相談 無料）

障害年金の専門家 社会保険労務士
連絡先 本庄市西五十子
ＴＥＬ ０８０－１２４２－７６９６

支障があり 歳未満に初診日がある方、

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
の
検
温
、

マ
ス
ク
、
飲
み
物
の
用
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
庄
公
民
館
☎
24
‐
７
３
８
３

◆
漢
方
と
薬
膳
の
お
話

　
冬
の
生
活
や
風
邪
な
ど
に
効
果

的
な
漢
方
と
薬
膳
、
薬
膳
茶
の
レ

シ
ピ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　
①
１
月
27
日
㈭
、
②
28
日

㈮　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
福
本　
敦
子　
先
生
（
薬

剤
師
・
国
際
中
医
師
）

定
員　
各
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土・日・

休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
使
い
や
す
く
す
て
き
な
コ
ス
メ

ポ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
か
ら
３
月
11
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　
全
４
回

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
師　
湯
本　
晴
枝　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
裁
縫
道
具

申
込　
１
月
28
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土・日・

休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
６

◆
簡
単
で
効
果
の
あ
る
健
康
体
操

教
室

　
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
を
解
消

し
た
い
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
体

幹
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
で
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈪
・
31
日
㈪　

全
２
回　
午
前
10
時
～
11
時
30

分

講
師　
Ｙ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
Ｙ　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
上
履
き
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
）、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
桜
の
ミ
ニ
盆
栽
教
室

　
桜
の
盆
栽
を
育
て
、
家
の
中
で

ひ
と
足
早
い
桜
の
お
花
見
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
７
日
㈪　
午
後
１
時

～
２
時

講
師　
岩
崎　
栄
司 

先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
８
０
０
円

用
意　
ゴ
ム
手
袋
、
持
ち
帰
り
用

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

申
込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

公
民
館

公
民
館

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
教
室

　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
水
の
力
を
利
用
し
た
水
中
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
、

腰
や
関
節
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋

力
ア
ッ
プ
や
運
動
不
足
解
消
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
２
月
７
日
か
ら
３
月
14
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
６
回

午
後
２
時
～
３
時
（
初
回
の
み

午
後
１
時
45
分
～
３
時
）

会
場　
湯
か
っ
こ

講�

師　
㈱
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用�

意　
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ

ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申�

込　
１
月
11
日
㈫
か
ら
24
日
㈪

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
25
‐
１
１
５
２
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本
庄
南
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
５

◆
趣
味
の
折
り
紙
教
室

　
伝
統
の
折
り
紙
で
、
く
す
玉
作

り
の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
28
日
㈮
・
２
月
４
日

㈮
・
18
日
㈮　
全
３
回　
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

講
師　
田
中　
陽
子　
先
生

定
員　
９
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
は

さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
色
鉛

筆
（
赤
・
青
）

申
込　
１
月
11
日
㈫
午
後
１
時
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民
館
へ

（
水
・
土
・
日
・
休
日
は
連
絡

不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
22
‐
３
４
０
４

◆
手
前
味み

そ噌
作
り
教
室

　
国
産
原
料
を
使
い
安
心
安
全
な

我
が
家
の
味
噌
を
手
作
り
し
ま
せ

ん
か
。
申
込
時
に
麹こ

う
じの

種
類
を
米
、

麦
、
大
豆
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
21
日
㈮
ま

で
。

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用

　
①
米
麹　
３
８
０
０
円

　
②
麦
麹　
３
４
７
０
円

　
③
大
豆
麹　
３
５
４
５
円

※
大
豆
麹
は
上
級
者
用
で
す
（
熟

成
期
間
最
低
１
年
）。

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
味
噌
用
容
器
（
５

ｋｇ
用
）

申
込　
１
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

藤
田
公
民
館
☎
22
‐
２
３
３
２

◆
初
め
て
の
手
造
り
味
噌
教
室

　
地
場
産
大
豆
と
米
を
使
い
、
発

酵
か
ら
仕
込
ま
で
添
加
物
を
一
切

使
用
し
な
い
味
噌
で
す
（
で
き
あ

が
り
約
５
kg
）。

日
時　
2
月
14
日
㈪　
午
後
1
時

～
4
時
、
15
日
㈫　
午
前
9
時

～
午
後
4
時
、
16
日
㈬　
午
前

8
時
～
11
時　
全
3
回

※
3
日
間
必
ず
出
席
で
き
る
方
。

講
師　
加
藤　
ア
サ
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
味
噌
用
容
器
（
10

ℓ
用
）、
使
い
捨
て
手
袋

申
込　
1
月
11
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
･
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
牛
革
で
オ
シ
ャ
レ
な
小
銭
入
れ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
2
月
3
日
㈭　
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

講
師　
新
井　
孝
枝　
先
生

定
員　
5
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

用
意　
は
さ
み

申
込　
1
月
11
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
･
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
手
軽
で
焼
か
ず
に
陶
器
の
よ
う

な
お
雛ひ

な
様
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
1
月
26
日
㈬
・
2
月
2
日

㈬
・
9
日
㈬　
全
３
回　
午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分

講
師　
浅
見　
麻
江　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
０
円

用
意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
は
さ

み
申
込　
1
月
11
日
㈫
午
後
1
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
･
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館
☎
22
‐
３
５
３
８

◆
楽
し
い
・
お
も
し
ろ
い
３
Ｂ
体

操
体
験
教
室

　
初
心
者
に
も
お
も
し
ろ
く
楽
し

く
学
べ
る
３
Ｂ
体
操
教
室
で
す
。

日
時　
２
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回　
午

後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
飯
島　
春
枝　
先
生
（
日

本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
員
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴

※
３
Ｂ
体
操
に
必
要
な
用
具
は
講

師
が
用
意
し
ま
す
。

申
込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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旭
公
民
館
☎
22
‐
５
９
４
０

◆
葉
ボ
タ
ン
展

　
旭
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
40
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
あ

る
行
事
で
す
。
会
員
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
み
ご
と
な
葉
ボ
タ
ン
が

公
民
館
の
庭
を
彩
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
。
観
覧
料
は
無
料
。

日
時　

１
月
14
日
㈮
～
21
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
旭
公
民
館
駐
車
場

◆
太
極
拳
初
心
者
体
験
教
室

　
心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

太
極
拳
の
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
を

学
び
ま
す
。

日
時　
１
月
27
日
㈭
・
２
月
３
日

㈭　
全
２
回　
午
前
10
時
～
11

時
30
分

講
師　
渡
辺　
竹　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
底
が
柔
ら
か
い
靴
（
ス
ニ

ー
カ
ー
で
な
い
も
の
）、
運
動

す
る
服
装
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
フ
ラ
ン
ス
語

会
話

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
方
、

つ
づ
り
と
発
音
の
し
く
み
、
文
法

の
初
歩
を
学
び
、
あ
い
さ
つ
、
自

己
紹
介
、
ミ
ニ
会
話
な
ど
を
行
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
活
や
社

会
・
文
化
に
も
触
れ
て
い
き
ま
す
。

日
時　
２
月
17
日
か
ら
３
月
24
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
３
月
３

日
を
除
く
）　

全
５
回　

午
後

１
時
30
分
～
３
時

講
師　
鈴
木　
智
子　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　

１
月
27
日
㈭
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館
☎
22
‐
２
４
８
４

◆
そ
ば
打
ち
教
室

　
二
八
そ
ば
の
打
ち
方
を
学
び
ま

す
。

※
打
っ
た
そ
ば
（
約
５
人
前
）
は

持
ち
帰
れ
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈪　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

講
師　
「
そ
ば
の
花
」
の
皆
さ
ん

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
筆
記
用
具
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
手
前
味み

そ噌
作
り
教
室

　
国
産
原
料
を
使
い
安
心
安
全
な

我
が
家
の
味
噌
を
手
作
り
し
ま
せ

ん
か
。
申
込
時
に
麹こ

う
じの

種
類
を
米
、

麦
、
大
豆
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
時　
２
月
２
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
27
日
㈭
ま

で
。

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用

　
①
米
麹　
３
８
０
０
円

　
②
麦
麹　
３
４
７
０
円

　
③
大
豆
麹　
３
５
４
５
円

※
大
豆
麹
は
上
級
者
用
で
す
（
熟

成
期
間
最
低
１
年
）。　
　

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
味
噌
用
容
器
（
５

ｋｇ
用
）

申
込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
持
続
可
能
な
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
デ
ザ

イ
ン
～
環
境
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

講
座
①
～
【
日
産
わ
く
わ
く
エ
コ

ス
ク
ー
ル
】

　
地
球
環
境
を
学
び
、
環
境
に
優

し
い
電
気
自
動
車
の
モ
デ
ル
カ
ー

を
走
ら
せ
よ
う
。

日
時　
２
月
５
日
㈯　
①
午
前
11

時
～
正
午
、
②
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
㈱
日
産
自
動
車
社
員

対
象　
小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

定
員　
各
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
19
日
㈬
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆酒気残り運転とは
 「お酒が抜けたと思っていても抜け
ていない状態」で自動車等を運転す
ることを言います。「お風呂で汗を
かけば大丈夫」、「仮眠をとれば大丈
夫」というのは大きな間違いです。

例）アルコール５％・500mlのアル
コールの分解にかかる時間の目安

　男性：約４時間
　女性：約５時間
　飲酒量が増えればさらに時間が　
　かかります。

①不安な場合は運転しない
②翌日に運転するときは早めに切り上げる
③ハンドルキーパー（お酒を飲まない人）を

決める

知っていますか？「酒気残り運転」　新年会の翌日、自覚のない飲酒運転に注意
交通安全ニュース

※本庄市の９月末時点　人口１千人あたりの人身交通事故発生件数は1.80件で県内16位です。

★危機管理課☎25-１１８４

ルールを守ることが、生命を守
ることにつながります
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児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
☎
72
‐
８
８
５
１

◆
す
す
き
の
ほ
う
き
作
り
教
室

　
軽
く
て
使
い
や
す
い
ス
ス
キ
の

ほ
う
き
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
1
月
24
日
㈪　
午
後
１
時

30
分
～
４
時

講
師　
片
桐　
正
富　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
は
さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

（
ペ
ン
チ
）

申
込　
1
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

１
階
）
☎
72
‐
４
７
８
９

◆
捨
て
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の
片

付
け
講
座

　
整
理
の
基
本
を
知
れ
ば
誰
で
も

片
付
け
上
手
に
。
苦
手
な
人
の
片

付
け
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫　

全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

講
師　
尾
高　
理
恵
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
塙
保
己
一
と
お
香

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
香
を
調
合
し
、

群
書
類
従
に
残
さ
れ
た
折
り
図
を

元
に
折
り
方
を
再
現
し
た
、
お
香

包
み
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

日
時　
２
月
９
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講
師　
根
岸　
初
枝　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
18
日
㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ハ
ー
ト
フ
ル
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

　
北
海
道
の
美
し
い
映
像
、
軽
妙

な
ト
ー
ク
、
心
癒
や
さ
れ
る
音
楽

の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
11
日
㈷　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講
師　
松
村　
正　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
木
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館
☎
72
‐
０
３
３
７

◆
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
小
物
入

れ
づ
く
り
教
室

　
暮
ら
し
に
役
立
つ
小
物
入
れ
を

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
作
り
ま
す
。

写
真
①
～
④
の
中
か
ら
選
択
し
、

申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
見
本
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈰　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
新
井　
美
由
紀　
先
生

対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
洗
濯
ば
さ
み
10
個
、
接
着

剤
、
は
さ
み

申
込　
１
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
手
づ
く
り
味み

そ噌
教
室

　
国
産
大
豆
と
手
作
り
の
麹こ

う
じを

使

い
、
添
加
物
を
一
切
使
用
し
な
い

安
全
安
心
で
お
い
し
い
味
噌
を
作

り
ま
す
（
で
き
あ
が
り
約
５
kg
）。

日
時　
１
月
22
日
㈯　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
「
味
噌
作
り
友
の
会
」
の

皆
さ
ん

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
味
噌
用
容
器
（
５

ｋｇ
用
）

申
込　
１
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

 老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎ 22- ３６９６
１月１日㈷～３日㈪、11 日㈫、17 日㈪、24 日㈪、31 日㈪、
２月７日㈪
 余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
１月１日㈷～３日㈪、17 日㈪、24 日㈪、31 日㈪、２月
７日㈪

 ボートレース戸田開催日程
１月３日㈪～８日㈯、11日㈫～16日㈰、20日㈭～23日㈰、
27日㈭～２月１日㈫、５日㈯～８日㈫
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合からの
配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：１月31日㈪〕－
 ・市県民税　４期　　・国民健康保険税　７期 
 ・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　 １月５日㈬・２月７日㈪　午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま１階）☎ 72-１３３３
日時　１月30日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
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★今月の児童図書
てっぺんの上　　イノウエ　ミホコ　作
そらとうみとぐうちゃんと

椎名　誠　作
アンドルーのひみつきち

ドリス・バーン　文・絵
ミッドナイトギャングの世界へようこそ

ディヴィッド・ウォリアムズ　作

★今月の児童図書
魔女のマジョランさん世界一まずいクッ
キーのひみつ　　　　　石井　睦美　作
チイの花たば　　　　　　森　絵都　作
オンボロやしきの人形たち
フランシス・ホジソン・バーネット　作
きつねのぱんとねこのぱん　長　新太　絵
文豪中学生日記　　　小手鞠　るい　著

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本 館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）
休 館 日／�１月１日㈷～４日㈫（年末年始休館）、11日㈫、17日㈪、
　　　　　24日㈪、31日㈪、2月１日㈫（館内整理日）、７日㈪
ホームページアドレス／http://www.lib.honjo.saitama.jp/

ＥＶ＜電気自動車＞推進の罠

さずきもんたちの唄

田中久重と技術

セカイを科学せよ！

加藤　康子　他　著　ワニブックス

萱森　直子　著　左右社

河本　信雄　著　玉川大学出版部

安田　夏菜　著　講談社

メディアの報道から脱炭
素に向けてＥＶ化のニュ
ースが伝えられるが、ガ
ソリン車を本当に廃止で
きるのか？国益は？メデ
ィアでは知ることのでき
ない内容の１冊。

ルーツが日米の蟲
むし
好き女

子・葉奈。ルーツが日露
のミハイル。二人と科学
部の面々は、生物班の存
続をかけ、学校に活動の
成果を示すことに…!?バ
イオロジカル・コメディ。

★今月の一般図書
１日１話５分で身につく歴史の教養365

神野　正史　監修
暮らしの科学　　　　　　近　芳明　著
世界を変える 100の技術

日経ＢＰ　編
美しい自然の色図鑑

パトリック・バティ　編

★今月の一般図書
世界「失敗」製品図鑑　荒木　博行　著
アフガニスタン史　

前田　耕作・山根　聡　著
ガラシャ　　　　　　　山田　貴司　著
森と樹木の秘密の生活

オラヴィ・フイカリ　著
亡国の危機　　　　　櫻井　よしこ　著

図 書 館 だ よ り
本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

人がよろこぶものを作り
たいとの思いから、日本
の役に立つものや現在に
つながる技術を考えた田
中久重。機械職人・技術
者として生きたその人生
の伝記。

たまたま聴いた唄声が忘
れられず、94 歳のおば
あさんの弟子になり、自
分の「さずきもん（さず
かったもの）」を見つけ
る旅に出た－。瞽

ご ぜ
女や瞽

女唄について綴
つづ
る。

イ ベ ン ト

たのしいおはなし会

◇本 館
日時�　１月８日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　１月22日㈯　
　　　午後２時～２時30分
内容　�｢お正月」をテーマとし

た絵本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」の皆さん
◇児玉分館
日時　１月８日㈯
　　　午前11時～11時30分
内容　�｢冬」をテーマとした絵

本や紙芝居など
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会ことよりの皆さん

絵本とわらべうたのおはなし会

◇本 館
日時　�１月６日㈭、２月３日㈭

午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　１月12日㈬
　　　午前11時～11時30分
対象　未就学児と保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

��本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
◎当面の間、地域開放の詳細につ
いては、本庄高校のホームページ
でご確認ください。
�本庄高校図書館地域開放��で検索
★本庄高校図書館☎21-１１９５

新型コロナウイルスの感染拡大状
況等により、イベント等を急遽中
止することがあります。詳しくは、
ホームページや館内掲示板でお知
らせします。
また、館内は常時換気を行ってい
ます。温度調節ができる服装での
来館をお願いします。
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市 民 相 談 （１月〜２月）相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　����※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 １月20日㈭・２月17日㈭
午後１時〜４時 市役所１階�市民相談室�

���　　�

法 律

１月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬・27日㈭
午後１時〜４時
※27日の会場はアスピアこだま１階相談室
◎２月の相談日
弁護士に
よる相談

２月２日㈬・９日㈬
午後１時〜４時���定員＝各日６名（先着順)

司法書士に
よる相談

２月24日㈭
午後１時〜４時���定員＝６名（先着順)

労 働 法 律 ２月16日㈬　午後１時〜４時　定員＝６名（先着順）
相談員＝弁護士

不 動 産 １月14日㈮・２月18日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 ２月10日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 １月11日㈫・２月８日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階�商工観光課� 商工観光課☎25-１１７５
毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
��　　　　　�☎35-１２３２

人 権
１月25日㈫・２月22日㈫　午後１時〜４時 市役所３階�301会議室 市民活動推進課

☎25-１１１８１月11日㈫・２月８日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま２階
会議室Ｂ

ＤＶ・女性 毎週月〜金曜日（休日を除く）午前８時30分〜午後５
時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
�☎25-１１４４☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く)�午前９時〜午後４時 市役所２階��子育て支援課 子育て支援課�☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く)�午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
������������������☎22-４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
������������������☎21-７３３７

心 配 ご と

第１月曜日を除き毎週月曜日（休日を除く）�
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
������������������☎24-２７５５

２月７日㈪　※１月はお休みです。�
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
������������������☎73-１２３７

結 婚 １月12日㈬・16日㈰・２月９日㈬
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

はにぽんプラザ２階
活動室Ａ・Ｂ

本庄市社会福祉協議会
������������������☎24-２７５５成 年 後 見

１月11日㈫・25日㈫・２月８日㈫・22日㈫　午後１時〜４時
※前月初日（休日を除く）より先着順で当日午後２時まで
受付（受付開始日は電話予約のみ）

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

成 年 後 見
（電話相談）休日を除く月〜金曜日　午前９時〜午後５時

成年後見相談ダイヤル
☎0120-235-833 地域福祉課�☎25-１１４２

高齢者相談 休日を除く月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時15分
※担当する地域は、おおむね中学校区域

本庄市西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１-１-１）　��������������������������☎22- ７０８８
本庄市東地域包括支援センター　安誠園
（本庄３-１-21）　��������������������������☎22-６２６２
本庄市南地域包括支援センター　シャローム　
（今井 1251-1）　　　　　���������������☎23- ９５８０
児玉地域包括支援センター
（児玉町金屋 1302-1）　������������������☎73- １５４５

若者就労相談
(15歳〜49歳)

毎週月〜金曜日、第４土曜日（休日を除く)�
午前９時〜午後５時に事前予約

深谷若者サポートステーション（深谷市西島４-２-61
ウェストビル２階）�����������������☎０４８-５７７-４７２７

・各種相談は予約制
・�２月の相談予約は、１月20日㈭から受付開始
（先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同月に同じ相談を複数申し込みすることはで�
　きません
各種相談日　※休日のときは変更となります。
●行政相談　毎月第３木曜日
●法律相談　・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
　　　　　　※奇数月第４木曜日（児玉会場）
　　　　　　・司法書士　毎月第３・４水曜日�
　　　　　　　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）
●労働法律相談（弁護士）　５・８・11・２月の第３水曜日
●不動産相談　毎月第２金曜日
●年金・労働相談　偶数月第２木曜日
●税務相談　毎月第２火曜日

　　　☎25-１１１３
市民課☎25-１１１２
　　　☎25-１１１０

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。県民相談の詳細は、埼玉県ホームページをご覧ください
相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等



みんなのみんなの健康ガイド健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３・★健康推進課（保健センター内）☎24-２００３・ 24-２００５24-２００５

新型コロナワクチン追加接種（３回目）について新型コロナワクチン追加接種（３回目）について

　追加接種の際に使えるタクシー利用券を発券し
ています。希望する方はお申し込みください。
●対象　次のいずれかに該当する方
・65歳以上の方（令和４年３月31日までに65歳

に達する方を含む）
・身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ⓐ・A
●補助額　620円（片道）×２枚
●申込　電話・ または直接健康

推進課へ

　２回目の接種が完了した日より原則８か月以上
経過する方から、順次接種券を発送しています。
　接種を希望する方は、同封された案内をご確認
のうえ、予約をしてください。

　発熱などの症状が出たときは、まずはかかりつ
け医に相談してから、受診してください。

▶受診先の確認・受診を迷う場合は…
埼玉県受診・相談センター
☎０４８-７６２-８０２６

０４８-８１６-５８０１
時間　午前９時～午後５時30分（土・日・休日

も対応）
▶受診先の確認・一般的な質問は…
埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポー
トセンター
☎０５７０-７８３-７７０

０４８-８３０-４８０８
時間　24時間（年中無休）

▶かかりつけ医で対応できない場合には…
『埼玉県指定 診療・検査医療機関』で検索
　新型コロナウイルスとインフルエンザ両方の診
療ができる医療機関が探せます。

タクシー利用券が使えます追加接種予約はWEBまたは電話で

発熱などの症状が出たときの受診方法に迷ったら

　現在、電話が大変混みあっています。追加接種に関する問合せ、タクシー利用券
の申込等は、市　をご覧いただくか、接種券が届いてから健康推進課へお問い合わ
せください。ご協力をお願いします。

接種券が届いてからのお問合せをお願いします

埼玉県指定 診療・検査医療機関
(https://www.pref.saitama.lg.jp/
a0710/hpsearch.html)▶

★健康推進課☎24-２００３★健康推進課☎24-２００３

※１・２回目の接種予約のみ、次の窓口で予約を受け付けます。
本庄市新型コロナワクチン相談窓口　☎71-８７８０
受付時間　午前８時30分～午後５時(平日のみ)

WEB予約 URL：https://v-yoyaku.jp/ 
110367-kodamagunshi

電話予約
（無料）

☎０１２０-５０１-５３６
受付  午前９時～午後５時（平日のみ）
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★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課☎ 24-
１１１９でご案内します。診療科目によっては県外や本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

　昨今、コロナ禍でマスク着用が常用化されています。マ
スクをしているとつい知らぬうちに口を開いて口呼吸をし
ていることが多いのではないでしょうか。そこで、鼻腔の
機能について（耳鼻咽喉科学参考）記してみました。
本来は嗅

きゅうかく
覚が主体

　空気中の成分が鼻腔の上方にあるすき間（嗅裂）に達し
て臭いを引きおこします。悪臭だと感じるのは防御反応で
す。例えば、呼吸停止などの危険を伴う毒ガスをかいだ時
に「悪臭だ！」と察知することができます。
補助的役割として
・ 吸い込んだ息を温める…上咽頭に到達するまでに体温ぐ

らいまで温めます。
・ 吸い込んだ息を潤す…上咽頭に到達すると 79% ぐらい

の湿気を与えます。
・ 塵

じんあい
埃を除去する…大きいものは鼻毛がキャッチして、小

さいものは粘膜層にくっついて奥まで進入しません。鼻
毛にも重要な役割があるため、すべてカットしないよう
にしましょう。

・ 細菌の自浄…刺激が強い時には鼻粘膜はふくらみ鼻の通
り道が狭くなります。さらに刺激が増すとくしゃみがお
こって、異物や細菌などを粘液と一緒に排出します。

呼吸気道について
　吸い込んだ息は鼻腔の上方に沿って吸引されていき、そ
の道を吐いた息が出ていきます。さらには中鼻道や下鼻道
にも吐いた息が流れていきます。
鼻呼吸について
　鼻呼吸は鼻翼が自動的にあがって、吐いた息と吸い込ん
だ息は鼻粘膜を刺激します。この反射が呼吸運動を正常か
つ規則正しく調整します。また、同時に肺や胸

きょうかく

郭運動も調
整します。しかし口呼吸ではこれらの調整が行われず、呼
吸運動が不規則になってしまいます。
鼻腔は発音器官
　発音する時、鼻腔の共鳴と鼻

びいんくう
咽腔の共鳴とのバランスによ

って、美しい音にもなり鼻にかかるような音にもなります。
　鼻腔は以上のようにいろいろな機能があります。鼻呼吸
が大切であるという事をいつも念頭に生活してください。

医療メモ   鼻
び く う

腔について                     　                  本庄市児玉郡医師会広報部

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30 ～１/ ３）・平日木曜  
　　　　　　日夜間

▼診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　　　　　（平日木曜日夜間は午後８時～ 10 時）
※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時 45 分までに受付をしてください。

●在宅当番医療機関　▶診療時間   午前９時～正午

１月９日㈰ 田所医院 けや木 1 丁目 ☎ 22- ３４４５

１月10日㈷ 辻クリニック 上里町七本木 ☎ 35- １１１６

１月16日㈰ 寺坂医院 西富田 ☎ 22- ３３４３

１月23日㈰ 中沢皮膚科 東台 2 丁目 ☎ 22- １１１２

１月30日㈰ 中村外科医院 日の出３丁目 ☎ 21- ６２１１

２月６日㈰ 西澤整形外科 上里町七本木 ☎ 33- ０６００

２月11日㈷ 服部クリニック 東台 4 丁目 ☎ 24- ４６７１

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提
供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には
対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000 または☎ 048-833-7911

埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
☎  0570-783-770　

048-830-4808（埼玉県感染症対策課内）
▶受付時間　24 時間・年中無休
※発熱などの症状がある場合は、「埼玉県指定 診療・検査医療機
関」に事前予約のうえ、受診してください。診療・検査医療機関
が不明な場合は、埼玉県受診・相談センターへ。
☎ 048-762-8026　※午前９時～午後５時 30 分

 048-816-5801

休日・夜間の急病のときは…

〕※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。

令和４年１月１日号令和４年１月１日号31



33 令和４年１月１日号 32

子ども医療費の登録はお済みですか

　市内に住所があり、医療保険に加入している 18歳
の年度末までの子どもを対象に医療費等を支給しま
す。利用には事前の登録が必要です。
　登録申請日から支給対象ですが、出生日や転入日の
翌日から 15日以内に申請すると、出生日や転入日か
ら支給対象となります。
登�録場所　子育て支援課（市役所２階）、支所市民福
祉課（アスピアこだま１階）
※重度心身障害者医療費の対象である子どもは、登録

不要です。
用意
•子どもの健康保険証（保険証がまだ手元にない場合
　でも、仮登録してください）。
•�申請者名義の通帳（父母ともに子どもと同居し養育
している場合は、原則として所得の高い方）
•�申請者の本人確認ができる書類（マイナンバーカー
ド、運転免許証等）

令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金を支給します

　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、その影
響を受けている子育て世帯に給付金を支給します。
対�象　高校３年生（18歳の年度末）までの児童がい
る子育て世帯
給付額　児童１人につき５万円
　本庄市から令和３年９月分の児童手当を受給してい
る方には、12月 24 日に児童手当の登録口座へ振り
込みました。
　12月 24 日に振込がされていない、高校生の児童

のみを養育している方または公務員は、市 で支給日
や申請方法等をご確認ください。
※所得が児童手当制度の所得制限限度額以上の方（特
例給付を受給している方）は支給対象外です。

市

　子ども医療費を削減するため、子どもを医療機関等
に受診させる際には次の事にご協力ください。
�•�できるだけ診療時間内に受診し、必要以上の通院
は控える

�•�医薬品を処方してもらう際にジェネリック医薬品
の使用を選択する

子ども医療費の削減にご協力ください

★子育て支援課☎25-１１３０

★子育て支援課☎25-１１３０

★子育て支援課☎25-１１３０



子育て支援のお知らせ

33 令和４年１月１日号 32

　子育て世帯生活支援特別給付金は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受けている子育て世帯への給付金
です。ひとり親世帯や低所得の子育て世帯を対象に、
児童 1人につき 5万円が支給されます。申請がお済
みでない方は期限までに申請してください。
※詳しくは市 をご確認ください。
申請期限　２月 28日㈪まで

※以下に該当する方は、すでに給付金を支給している
ため、申請は不要です。
•�令和３年４月分以降の児童手当または特別児童扶養
手当を受給し、令和３年度市民税が非課税の方
•令和３年４月分の児童扶養手当を受給した方
•�新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変
した等の理由で、すでに給付金を申請•受給した方

子育て世帯生活支援特別給付金の申請はお済みですか

児童手当・（特別）児童扶養手当をご存じですか

　次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援するこ
とを目的とした福祉制度があります。下表に該当する方
は申請してください。認定されると、申請した翌月分か

ら支給の対象となります。各手当は重複して受給するこ
ともできます。

児童手当 児童扶養手当 特別児童扶養手当

対
象

　中学校修了前（15歳の年度末
まで）の児童を養育している方
※父母ともに児童を養育している
場合は、原則として所得の高い方
が申請者となります。
※公務員は、勤務先での申請と
なります。

　18歳の年度末までの児童（児
童に一定の障害がある場合は20
歳未満まで）を養育しているひと
り親の方
※父または母に一定の障害がある
場合や、父または母がいない児童
の養育者も手当が受けられます。

　精神または身体に一定の障害
がある20歳未満の児童を養育し
ている方
※児童が施設などに入所してい
る場合は支給対象外です。

各
手
当
の
月
額
（
令
和
３
年
度
）

＜所得制限限度額未満の場合＞
•児童手当
３歳未満　月額15,000 円
３歳～小学校修了前
　…第１•２子　月額10,000 円
　…第３子以降　月額15,000 円
中学生　月額10,000 円
※第〇子とは18歳の年度末まで
の児童の順番です。
＜所得制限限度額以上の場合＞
•特例給付　月額一律　5,000円

〇１人目支給額
　月額43,160 ～10,180 円
〇２人目加算額
　月額10,190 ～�5,100 円
〇３人目以降加算額
　月額�6,110 ～�3,060 円
※申請者や同居の家族の所得に
よって手当額を決定します（所得
制限額を超える場合は支給停止
となります）。
※公的年金を受給している方は、
年金の種類や金額によって手当
が受けられない場合があります。

重度障害の児童　月額52,500円
中度障害の児童　月額34,970円
※申請者や同居の家族の所得が
所得制限額を超える場合は、支
給停止となります。

市

★子育て支援課☎25-１１３０

★子育て支援課☎25-１１３０



親子なぞとき教室in前原児童センター親子なぞとき教室in前原児童センター

　親子でなぞときにチャレンジして、隠
された宝箱を見つけよう。
●●日時　�１月29日㈯
　　　　午後１時30分～２時30分
●●会場　前原児童センター
●●対象　小学生とその保護者
●●定員　５組（先着順）

●●費用　無料
●●用意　筆記用具
●●申込　�１月15日㈯午前９時から電話

または直接下記へ
★前原児童センター☎21-９８２０

メッセージボード作り教室メッセージボード作り教室

　かわいい小物で飾って、自分だけのオリ
ジナルメッセージボードを作りましょう。

●●日時　�２月12日㈯　
　　　　午後１時30分～２時30分
●●会場　前原児童センター
●●対象　小学生　
●●定員　10名（先着順）
●●費用　100円（当日集金）
●●申込　�１月29日㈯午前９時から電話

または直接下記へ
★前原児童センター☎ 21- ９８２０

右記のあて先へ郵送、メールまたは持参して応募してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。

あて先
〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
本庄市役所広報課広報係
☎25-１１５５　
�omedetou@city.honjo.lg.jp

※締切は１月12日㈬（必着）

岡
おかぜり
芹�柚

ゆ の
乃ちゃん

３歳　日の出
関
せき ね
根�総

そういちろう
一郎ちゃん

４歳　けや木
石
いし だ
田�くるみちゃん

３歳　児玉町児玉
髙
たかはし
橋�慶

けい
ちゃん

４歳　銀座
新
あら い
井�琉

る い
生ちゃん

４歳　児玉町八幡山
大
おおさわ
沢�侑

ゆうせい
誠ちゃん

３歳　栄
長
ながぬま
沼�ことみちゃん

４歳　柏

松
まつ だ
田�朔

さくたろう
太郎ちゃん

１歳　小島
丸
まるやま
山�蒼

そうすけ
友ちゃん

１歳　栄
早
はや の
野�翠

すい
ちゃん

１歳　早稲田の杜
清
しみ ず
水�夏

なつ か
花ちゃん

１歳　児玉町秋山
関
せき ね
根�漣

れん
ちゃん

１歳　児玉町宮内

●赤ちゃんを迎える準備　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

おや親タマゴ
「はじめて生活
withベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ方・
妊婦体験など

１月 12日㈬・２月２日㈬
午後１時 30分～３時 30分
１月 20日㈭・２月３日㈭
午前９時 30分～ 11時 30分
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・
パパになる方

随時受付
健康推進課へ

●赤ちゃんが生まれたら　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方等
に関する母乳相談
※はにぽんチャレンジ対象外

１月 27日㈭・２月 17日㈭
午前９時～10時 30分
（30分ごとに実施）

生後４か月頃ま
でのお子さんと
その保護者

定員あり。各実施月の１日か
ら健康推進課へ
※母乳相談は初回相談者のみ。

ラッコクラス

赤ちゃんのこころ １月 11日㈫・２月１日㈫
午前 10時～ 11時 50分

生後２～４か月
のお子さんとそ
の保護者 開催日の３日前までに健康推

進課へ

～支援センター編～
赤ちゃんの発達を促すた
めの遊び方や関わり方を
紹介

１月 17日㈪［会場：北泉保育園子育
て支援センター］
２月 17日㈭［会場：いずみ保育所子
育て支援センター］
午前９時45分～10時30分（両日とも）
※参加人数で時間の変更あり。

コアラクラス うきうき♪
はじめての離乳食

１月 20日㈭・２月３日㈭
午前 10時～ 11時 30分

生後４～５か月
のお子さんとそ
の保護者

34
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２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写っ
たお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先を記入のうえ、

HAPPY BIRTHDAY　１月生まれのみんな

近
こんどう
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●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に交流できる広
場です。子育てに関する相談も受けていますので、お気軽に
ご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

午前９時～午後２時
つどいの広場　あそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由の講座を開催していま
す。下記以外にもたくさんの講座があります。詳しくは、各児童センターで配
布するおたより、または市 �をご覧ください。
○下記の講座は、　　はにぽんチャレンジ対象事業�です。
　はにぽんチャレンジ対象の講座は、予約制です。開催日１週間前の午前９時
より、各センターへ電話または来館時に申し込み。空きがあれば、当日でも参
加できます。

児童センター 前原児童センター☎ 21- ９８２０、日の出児童センター☎ 21- ０４２０、
児玉児童センター☎ 71- ６８０５

　児童センターは主に小学生までの児童が自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れた保護者の皆さんの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月～土曜日 (休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時～午後５時�

▲�つどいの�
広場

子育て支援のお知らせ

◆子育てサロンゆうゆう
　「布あそび」
開催日
　前　原：２月４日㈮
　日の出：２月 16日㈬
　児　玉：１月 26日㈬
　おうちにあるタオルやハ
ンカチでもいろいろな遊び
ができます。大小さまざま
な布で、楽しく遊びましょう。
※子育てサロン「ゆうゆう」
は子育て応援団「本庄びす
けっと」のご協力をいただ
き開催しています。

◆リトミック
　講師：小川　豊子　先生　　
開催日
　前　原：２月 14日㈪
　日の出：２月２日㈬
　児　玉：１月 28日㈮
　音楽を使って楽しく子ど
もの発達をうながします。
リズム楽器を持って音楽遊
びをして、楽しい時間を過
ごしましょう。

◆３Ｂ体操
　講師：蔵本　祐子　先生
開催日
　前　原：１月 31日㈪
　日の出：１月 24日㈪
　児　玉：１月 17日㈪
　誰でも無理なく楽しむこ
とができる体操です。音楽
に合わせてボールなどの用
具を使いながらのびのびと
身体を動かしましょう。動
きやすい服装でお越しくだ
さい。

◆親子体操
　講師：立石　明子　先生
開催日
　前　原：２月 21日㈪
　日の出：２月９日㈬
　児　玉：２月 16日㈬
　マット、とびばこ、鉄棒
などを使って、親子で楽し
く体を動かします。０歳児
でも赤ちゃん体操などで楽
しい時間を過ごせます。

令和４年１月１日号令和４年１月１日号35

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
利用者の参加人数制限を行う場合がありま
す。また、利用前の検温、手指の消毒やマス
クの着用（２歳未満のお子さんを除く）をお
願いしています。

前原児童センター一部利用中止のお知らせ
　１月30日㈰執行予定の市長選挙及び市議
会議員一般選挙に伴い、前原児童センターは
前庭を除き施設利用ができません。
日時　�１月28日㈮　午後１時～29日㈯　午

後５時
※選挙が執行されない場合、通常どおり利用
できます。
★前原児童センター☎21-９８２０
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36見やすく読みまちがえにく見やすく読みまちがえにく
いユニバーサルデザインいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消
毒、検温等にご協力をお願いします。また、掲載している催し等が中止・変更になる場合があ
ります（市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください）。


